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1. 忘れがち、大きな火より

も、小さな火

2. アッ地震、あわてず、さ

わがず、まず火の始末

3. 防災に、かけ声かけて、

かけられて

4. あわてるな、火の元、足

元、避難先

大

地

震

正
し
い
知
識
で

的
確
な
判
断
を

地
健
に
よ
る
直
接
被
害
を
、
防
ぐ

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
る

一
一
次
災
害
は
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の

協
力
と
万
全
の
対
策
が
あ
れ
ば
、
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
で
、
嘔
前
に
話
し
介
い

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

正
確
な
情
報
を
提
供

防
災
行
政
用
無
線
網

区
で
は
、
昨
年
度
か
ら
ご一
年
計
画
で
全

面
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
、
防
災
行
政

用
無
線
網
の

。期
分
が
、
丘
月
一
日
で
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ニ
ト
三
区
で
一
一

番
目
の
開
局
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
区
で

は
種
々
の
防
災
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
よ
り
正
確
な

情
報
を
迅
速
に
は
握
し
、
い
ち
早
く
区
民

の
皆
さ
ん
に
通
報
し
、
的
確
な
指
示
を
9

え
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
び
整
備
し
た
無
線
局
は
、
固
定

系
・
移
動
系
の
二
波
で
構
成
さ
れ
る
、
防

災
行
政
用
無
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

る
、
情
報
連
絡
体
制
の
確
に皿
を
は
か
っ
た

も
の
で
す
。

移
動
系
の
子
局
を
五
十
四

か
所
の
出
先
機
関
に
配
備

移
動
系
に
よ
る
無
線
局
は
、
木
庁
舎
に

基
地
局
を
置
き
、
区
の
出
張
所
・
保
健
所
・

福
祉
事
務
所
・
排
水
場
・
工
事
事
務
所
な
ど

の
主
要
施
設
や
庁
有
車
さ
ら
に
警
察
署
、

消
防
署
、
東
京
電
力
な
ど
防
災
関
係
機
関

に
配
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
区
内
の
災
害
状
況
の

は
握
や
復
旧
状
況
等
の
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
車
に
配
備
し
た
車
載
局
に

よ
っ
て
被
災
地
の
正
確
な
情
報
を
収
集

し
、
応
急
救
助
対
策
時
の
情
報
の
受
発
に

や
作
業
の
指
示
な
ど
に
活
川
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
屋
上
九
十
四

か
所
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置

こ
の
無
線
は
、
固
定
系
同
報
無
線
と
い

い
、
基
地
局
を
本
庁
舎
に
設
置
し
、
こ
の

基
地
局
か
ら
小
・
中
学
校
の
屋
上
九
卜
四

か
所
に
設
置
し
た
屋
L
拡
声
装
置
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
、
移
動
系
無
線
に
よ
っ
て
得

た
情
報
や
都
な
ど
か
ら
の
指
示
、
指
令
に

基
づ
き
、
各
地
域
に
警
報
や
注
意
報
と
し

て
伝
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
咋
年
度
の
整
備
に
引
き
続
き
、

今
年
度
も
第
二
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
、

固
定
系
六
ト
ニ
か
所
と
移
動
系
四
か
所

を
整
備
す
る
た
め
、
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

防災行政用無線のしくみ 台
風
に
備
え
て

事
前
に
対
策
を

台
風
や
豪
雨
は
、
毎
年
の
よ
う
に
典
っ

て
き
ま
す
。

し
か
し
、
地
震
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
は

事
前
に
対
策
を
な
て
る
こ
と
が
容
易
に
出

来
る
た
め
、
各
家
庭
で
、
気
象
情
報
に
注

意
を
し
、
万
全
の
対
策
を
仙
て
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
の
心
得

▽
屋
根
、
窓
、
出
人
口
、
塀
な
ど
の
補

強

、
整
備

非
常
持
出
品
の
準
備

▽
現
金
、
証
書
な
ど
の
重
要
書
類

▽
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
、1

備
電
池

▽
水
筒
、緊
急
食
料
(
二
～
三
日
分
)

▽
倣
中
電
灯
、
マ
ッ
チ
、
ロ
ー
ソ
ク

▽
防
水
衣
、
ヘ
ル
メ
ッ
卜
、
ド
着
な
ど

▽
医
薬
品
(
消
毒
薬
、
包
帯

、ガ
ー
ゼ
、

常
備
薬
な
ど
)

非
常
持
出
品
は
、黔
段
か
ら
準
備
を
し

、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
持
出
袋
に
ま
と
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
食
の
用
意
は

万
全
で
す
か

今
、
あ
な
た
の
家
に
は
、
何
日
分
の
食

柵
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

地
震
が
起
き
て
か
ら
、
食
糧
を
求
め
よ

う
と
し
て
も

、そ
れ
は
無
理
な
話
し
で
す

。

そ
ん
な
時
こ
そ

、
日
頃
の
用
意
が
も
の
を

い
う
時
な
の
で
す
。

区
で
は
、
人
地
震
な
ど
の
緊
急
事
態
に

備
え
て

、
乾
パ
ン
、
枌
ミ
ル
ク
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
の
備
蓄
を
進
め
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
備
蓄
品
で
は
、
不
足
が
生
じ
る

亊
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
七
月
一
日

、
区
内
の
お
米
屋
さ

ん
、(東
京
都
米
穀
小
売
商
業
組
合
足
立
支

部
)

と
、
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
用
精

米
の
優
先
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
足
立
区
の
被
害
想

定
人
ロ
ニ
ト
二
万
人
の
一
凵
分
を
、
区
に

優
先
的
に
提
供
し
て
贖
く
と
い
う
も
の
で

す
。あ

わ
せ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
い

て
も
、
数
日
間
の
食
糧
の
用
意
だ
け
は
、

忘
れ
ず
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
関
係
機
関
の
全
力
を
あ
げ
て
の
救

援
も
、
災
害
の
規
模
や
、
被
害
状
況
に
よ

っ
て
は
、
遅
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。そ

し
て
、
災
害
が
大
き
け
れ
ば
、
大
き

い
だ
け
、
他
人
に
頼
る
事
が
難
し
い
状
態

と
な
り
ま
す
。

非
常
用
品
は
、
最
悪
の
嚊
態
を
想
定
し

て
、
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
食
と
し
て
、
お
米
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
は
、
水
や
燃
料
を
必
要

と
す
る
た
め
な
る
べ
く
さ
け
、
乾
パ
ソ
や

缶
詰
な
ど
が
望
ま
し
く
、
食
塩
、
は
し
、

缶
切
り
な
ど
も
忘
れ
ず
に
用
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
一
日
一
人
に
三
リ
ッ
ト
ル
の
水

が
必
要
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
や
病
人
の
い
る

家
庭
で
は
、
多
く
用
意
す
る
な
ど
、
き
め

細
く
検
討
し
、
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ

い
。

一階部分が倒壊した建物( 宮城県沖地震)

警 戒 宣 言 の し く み

大規模地震対策特別措置法

最
近
、
伊
豆
大
島
か
ら
伊
豆
半
島
に

か
け
て
、
海
底
を
震
源
と
す
る
地
震
が

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

南
関
東
地
方
に
お
け
る

「
地
震
の
六
卜
九
年
周
期
説
」

で
は
、
一
九
し
八
年
か
ら
危

険
期
に
入
り
て
お
り
、
ま
た

日
本
は
、
環
太
平
洋
地
震
帯

に
入
っ
て
い
る
た
め
、
い
つ

人
地
健
が
起
き
て
も
不
思
議

で
は
な
い
状
態
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
り
、
人
地
震
か
ら
国

民
の
生
命
、
財
産

を
保
護

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
大
規
模
地
健
対
策
特
別
措

置
法
」
が
昭
和
a

卜
三
年
六

月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
改
造
が
困
難
な
状
況

の
巾
で
、
地
健
災
害
か
ら
仏

た
ち
を
救
う
道
は
、
日
頃
の

訓
練
と
適
切
な
判
断
、そ
れ
に
加
え
て
、

科
学
的
な
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、
適

確
な
1
知
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
地
震
計
・
体
積
ひ
ず
み
計
な

ど
に
よ
り
、
t
綿
密
な
観
測
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
轂
の
異
常
が
認

め
ら
れ
た
場
合
、
判
定
会
が

招
集
さ
れ
、
警
戒
宣
言
が
発

令
さ
れ
ま
す
。
警
戒
宜
言
の

伝
達
の
し
く
み
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。

警
戚
宜
言
が
発
令
さ
れ
て

も
、
あ
わ
て
て
避
難
を
せ
ず

に
、
何
よ
り
も
火
の
始
末
を

お
願
い
し
ま
す
。
地
震
の
被

害
を
拡
大
す
る
最
人
の
原
因

は
火
災
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
、
「
い
ざ
」
に
備
え
、

な
に
よ
り
も
「
生
命
」
を
守

り
、
小
さ
な
「
火
」
で
も
消

す
こ
と
が
、
地
震
に
よ
る
被

害
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
で

す
。。要
は
、逃
げ
の
姿
勢
ぐ
は

な
く
、
地
健
を
迎
え
う
つ
姿
勢
が
必
要

で
、
常
日
頃
の
心
構
え
と
準
備
が
人
切

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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9 月1 日は「防災の日」です
大正12年9 月1 日、午前11時59分に東京を中心とした関東

大震災( M7. 9) が発生しました。この地震による死者は、2
次災害を含め10万人近くにものぼりました。

千 住町大 正道 路付 近

あ
な
た
の
町
に
も

防
災
区
民
組
織
を
!

大
地
震
に
直
面
し
た
時
、
い
っ
た
い
私

た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

地
震
の
本
当
の
恐
し
さ
は
、
建
物
の
倒

壊
な
ど
の
直
接
被
害
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
後
に
発
生
す
る
火
災
で
あ
る
こ
と

は
、
過
去
の
大
地
震
か
ら
も
学
ぶ
こ
と
か

で
き
ま
す
。
大
地
震
が
起
き
た
場
合
、
必

ず
と
言
え
る
程
、
火
災
が
発
生
し
、
そ
の

火
を
消
せ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
被
害
の

程
度
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

警
察
、
消
防
な
ど
の
関
係
防
災
機
関
の

全
力
を
あ
げ
て
の
消
火
救
援
活
動
も
、
道

路
の
破
損
、
火
災
、
断
水
な
ど
の
悪
条
件

が
重
な
る
た
め
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
足
立
区
は
、

木
造
家
屋
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
や
、
地

盤
が
軟
弱
な
た
め
。
被
害
が
拡
大
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
瞬
の
火
で
、
貴
重
な
人
命
・
財
産
そ

し
て
町
を
灰
に
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
に
対
し
、
個

人
の
力
は
弱
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
一

人
で
は
無
理
な
事
も
、
町
ぐ
る
み
で
協
力

す
れ
ば
。
防
止
す
る
事
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。

そ
の
た
め
足
立
区
で
は
、
町
会
・
自
治

会
ご
と
に
、
防
災
区
民
組
織
の
結
成
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

防
災
区
民
組
織
と
は
、
町
会
・
自
治
会

ご
と
に
、
災
害
か
ら
町
を
守
る
た
め
、
白
‥

主
的
に
結
成
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
三
百
二
十
一
の
町
会
・
自
治
会

で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
災
害
に
備
え
て
、

初
期
消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
な
ど
、
実
戦

的
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
ま
だ
、
完
全
に

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
考
え
で
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
。
あ
な
た
の
町
で

も
。
防
災
区
民
組
織
の
結
成
を
お
願
い
し

ま
す
。

区
で
は
、
結
成
時
に
物
品
を
支
給
し
、

そ
の
翌
年
か
ら
は
、
現
金
助
成
を
に口
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
組
織
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ

は
、
区
役
所
防
災
課
ま
で
。

皆
ん
な
で
参
加
し
よ
う

総
合
防
災
訓
練

足
立
区
で
は
、
本
年
度
も
「
災
害
に
強

い
区
お
よ
び
区
民
」
作
り
を
め
ざ
し
て
、

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ご
近
所
の
方
と
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
一
川
(
月
)
　
午
前
八
時
匸

卜
分
～
正
午
(
雨
天
中
止
)

訓
練
場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
、
新
橋
緑

地
(
千
住
新
橋
緑
地
)

訓
練
項
目

▽
警
戒
宜
言
の
発
令
に
伴
う
通
信
訓
練

▽
住
民
参
加
に
よ
る
初
期
消
火
と
避
難

訓
練

▽
機
関
訓
練
、
機
関
相
互
の
協
力
体
制

訓
練

参
加
機
関
　

足
立
区
、
警
視
庁
、
f

什
・

西
新
井
・
綾
瀬
警
察
署
、
消
防
庁
、
千

吐
・
足
立
・
酉
新
井
消
防
署
、
水
道
局
足

立
東
・
西
営
業
所
、
陸
上
自
衛
隊
、
足

立
・
梅
島
・
四
新
井
・
竹
の
塚
・
東
京

綾
瀬
電
話
局
、
東
京
電
力
、東
京
ガ
ス
、

千
佳
消
防
団
、防
災
区
民
組
織
消
火
隊
、

第
五
出
張
所
管
内
町
会
・
自
治
会
、
足

立
区
医
師
会

積
極
的
に
実
施
し
よ
う

我
が
家
の
防
災
訓
練

各
家
庭
、各
事
業
所
に
お
い
て
、柚
極
的

に
防
災
訓
練
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
九
月
一
日
(
月
)
午
前
卜

。時
丘

十
九
分

訓
練
内
容

▽
使
用
中
の
火
気
の
消
火
・
点
検

▽
丈
夫
な
机
や
べ
″
ド
に
身
を
隠
す

▽
自
分
の
家
で
は
、
ど
こ
が
安
全
か
話

し
合
っ
て
お
く

▽
ガ
ス
の
元
栓
、
電
気
器
具
の
コ
ー
ド

の
差
し
込
み
な
ど
の
・
斉
点
検

▽
消
火
器
具
の
点
検

▽
非
常
持
出
品
の
準
備
と
点
検

日
頃
の
備
え
と
訓
練
が
と
て
も
人
切
で

す
。
普
段
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
″
ク
な
ど
の

避
難
袋
に
、
薬
品
。
乾
パ
ン
、
ラ
ジ
オ
、

倣
中
電
灯
、
衣
料
品
な
ど
を
準
備
・
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、井
常
口
の
確
認
や
消
火
器
な
ど

を
実
際
に
1
に
取
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
時

に
使
え
る
よ
う
、
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

九
月
一
日
、T
前
九
時
か
ら
4
分

間
、都
内
各
道
略
で
、二
卜
に
`
低
速

走
行
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　

警
視
庁

お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

大
丈
夫
で
す
か

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
比
較
的
安
価
。で

、

維
持
管
理
の
手
間
が
少
な
い
こ
と
か
ら

広
く
普
及
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
見
た
目
に
は
頑
丈
そ
う
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
地
震
で
は
、
凶
器
に
一

変
し
、
尊
い
生
命
を
奪
い
、
さ
ら
に
、

倒
壊
し・て
避
難
道
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す

。

皆
さ
ん
も
被
害
に
あ
う
ま
え
に
。
我

が
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
、
一
度
危
険
は

な
い
か
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

鉄
筋
が
人
う
て
い
な
か
っ
た
り
、
基

礎
が
十
分
で
な
か
う
た
り
す
る
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
を
揺
さ
ぶ
る
と
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る

も
の
、
控
壁
(
壁
の
さ
さ
え
)
の
な
い

も
の
は
、
専
門
の
業
者
と
相
談
し
、
哺

修
ま
た
は
造
り
直
し
を
し
て
く
だ
さ

い
。ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
。
建
築
指
導
課
ま
で
。

望ましいブロック塀

控壁がありますか。
控壁がないと危険 です。
また、建物か50cm以上離れてい ますか。
あ まり接近していると地震で建物がゆれ
て塀を倒すことに もなります。

震
災
時
に
備
え
て

避
難
場
所
の
確
認
を

昭
和
四
十
七
年
度

、
都
に
お
い
て

、

大
地
震
時
に
お
け
る
広
域
避
難
場
所
を

指
定
し
ま
し
た
が
、そ
の
後

、環
境
の
変

化
や
人
口
の
流
動
状
況
等
に
伴
っ
て

。

昭
和
五
十
四
年
四
月
に
都
で
全
而
的
な

見
直
し
を
行
い
、
広
域
避
難
場
所
の
再

指
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
足

立
区
で
は
現
配
、
下
表
の
と
お
り
八
か

所
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
指
定
に
伴
な
い
、
避
難

道
路
沿
い
に
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔

で
避
難
道
路
標
識
六
丿
九
本
、
広
域
避

難
場
所
の
周
辺
に
避
難
場
所
標
繊
四
卜

三
本
、
ま
た
区
出
張
所
や
駅
前
等
の
区

内
主
要
場
所
に
広
域
避
難
場
所
案
内
板

亅
六
本
を
設
置
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
へ

の
P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

万
一
に
備
え
、
常
日
頃
か
ら
ご
自
分

の
避
難
場
所
を
よ
く
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
標
識

大地震時の広域避難場所案内図広 域避難 場所の 地区割当 表

TO　237, 000


